
1.研究の背景・目的
背景
・離島地域では買い物や通院が困難な場所もある
・少子高齢化による物流分野における人手不足の深刻化

対策として、ドローン物流による日常生活の補助を検討
一方で、生活形態やコミュニティの存り方がかわる可能性を懸念

現状の無垢島を分析し、ドローンがサスティナブル・コミュニティ（＊）へ与
える正負の影響を分析し、ドローン物流導入による効果と課題を明らかにする

目的
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サスティナブル・コミュニティの要件にみる
ドローン物流に期待される効果と課題

ー大分県津久見市地無垢島を対象としてー

＊既往研究よりサスティナブル・コミュニティは
8要素16項目の要件で構成されることがわかっている



2.研究対象地

地無垢島

沖無垢島 面積
地無垢島：0.29km2

沖無垢島：0.48km2

人口・世帯数（平成３０年度）
地無垢島：40名・24世帯（＊）
沖無垢島：0名・0世帯

島のライフラインについて
・津久見市運営のフェリー（カメリ
アスター）が救急搬送や飲料水・食
料品の運搬を行っている
・島の男性3名が交代で操縦している
食品の運搬は毎週月曜のみ

＊出典：総務省「住民基本台帳世帯数及び人口」



3.無垢島島民の生活行動の実態（無垢島）

①生業に関わる移動
②交流に関わる移動

・船着場や漁港等継続のための場が整備されている
・船着場や近隣住居等日常的なコミュニティの場が存在



4.無垢島民の生活行動の実態（津久見市街）

①公共交通機関を利用しない時の移動は徒歩
②行動範囲は津久見港から半径２km以内
③生業に関する移動

・公共交通機関の不足から移動が限定的
・生活必需品を求めた最低限の移動



5.無垢島でのサスティナブル・コミュニティの特徴

①船着場が交流の場であること
②船がライフラインを担っていること
③男女それぞれ交流拠点があること

①島内に人を誘引する仕組みがない
②組織が固定化されている

今後交流の場ではなくなる可能性
交流拠点の分散や変化（負の影響）

島内へ新規就業者を誘引するきっかけ
既存組織の改変（正の影響）

要件が揃った理由

要件が揃わない理由

ドローン導入後の正負の変化



6.大分県のドローン物流に関する取り組みの現状と課題

取り組みの目的
①物流分野における労働力不足の改善
②過疎地域の物流の効率化の推進

取り組みの状況
・受け取りボックスの点検
等現地での作業が必要な
ものがある

・事業者からの説明が不十
分であるため島民にイ
メージが湧いていない

今後の課題
・島民に対する事業の説明
・現地での作業を行う
担い手の確保



7.ドローン導入の課題と留意点



まとめ

行動軌跡からみた島民の生活行動

・島内では交流、散歩に関する移動をしている
・津久見市街では通院、生活必需品の購入等の限定的な移動に留まっている

無垢島におけるサスティナブル・コミュニティとドローン導入の効果・課題

・【共同体】【産業】の項目が満たせるようになる可能性がある
・【オープンスペース】【共同体】の項目が満たせなくなる可能性がある

・津久見市街で行う限定的な移動を除くと、基本的に島内で生活が完結している

・島内に新規就業者を受け入れる基盤を整えること
・サスティナブルコミュニティの要件を満たした状態を保てるように
ドローンポートの位置を精査していく必要がある
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